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1．はじめ に

　雲内 の 帯電 メ カ ニ ズ ム に 関して こ れ まで 多くの 研

究が行 われ て きた。Takahashi （1978） は霰と氷晶

に よる着氷電荷分離機構 を提唱す る とともに ，
ビ デ

オゾ ン デを用 い て北陸の 冬季降雪雲 内の 降水粒子 の

帯電電 荷を測定 し （Takahashi　et 　 al ．，1999 ），そ の

電荷分布は降雪雲 の 発達 ス テ
ージによ っ て分類 され

ると し た。山 口 大学と電力 中央研究所 で は，降水シ

ス テ ム 内に存在する降水粒子やそ の 帯電量に関す る

鉛直分布 を把握す る とともに ， そ の 知見 をもとに数

値気象 モ デル に おける雲物理 モ デル の 評価を行 うこ

と を 目的に ，2009 年度か ら共同研 究 「ビ デオ ゾ ン デ

を用 い た 降水観測お よ び 雲物理 モ デル の 評価」 を実

施 して い る 。 本研究 で は ， そ の 初年度 に新潟県柏崎

市で 実施 し た冬季 ビデ オゾ ン デ観測で 得 られたデ ー

タを もとに ，霰 と氷 晶 の 帯電電荷分布 に 注 目 し，

Takahashi　et　al，（］．999） の 観 測結果を検証 する こ

と を
一
っ の 目的 と し て ，ビデ オ ゾ ン デ観測 に よ っ て

得 られ た 帯電電荷分布 の 初則解析結果 を報告す る。

2．観測の 概要

　 ビ デ オ ゾン デ観測は ，新潟県柏崎市佐藤池運動広

場に お い て 2010 年 1月 18 日〜2月 5 日 に か けて 実

施 され ， 観測期間中 20 台 の ビ デオ ゾ ン デを冬季 に

日本海 沿岸 で 発達す る降雪雲 に放球 した 。 2010 年 の

新潟県 地方は記録的豪雪 に見舞われたため，貴重 な

データ を得る こ とが で きた が，雷活動は 活発 で はな

く数事例の み数回 の雷を観測 しただ けで あっ た。
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図 12010 年 1月 21 日 13：50JST に 放 球 し た ビ デ オ ゾ

　　 ン デに よ り得 られ た 降水 粒 子 の 鉛直粒径 分布 図

　　 （△ は 霰 ，x は 氷 晶，口 は 雪漏 を それ ぞれ 示 す ）
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　 ビ デ オ ゾ ン デとは ，内蔵 され た CCD カ メ ラ に よ

り雲内 の 降水粒子 （雨滴，霰，雹，氷晶 など）を映

像 と して 捉 え ， それ らの 空間分布 を測定 で き る特殊

ラジオ ゾ ン デ で ， Vaisala　RS92 ラ ジオゾ ン デ ととも

に He ガ ス を充填 した気球 に取 り付 け て 降雪雲 内 に

放 球 され る。また，降水粒子 が ビデオ ゾ ン デ上端 に

取 り付 け られたイ ン ダク シ ョ ン リン グ （誘導環） を

通過する際の パ ル ス 電位 を測定す る こ とで ，個々 の

降水粒 子が持つ 帯電電荷も測定す る こ とが で き る。

3．結 果

　 図 1 は 2010 年 1 月 21 日 13 ：50JST に放 球 され た

ビ デオ ゾ ン デに よ っ て観測され た降水粒子 の 鉛直粒

経分布図 で ，図 2 は そ の 鉛直帯電 電荷分布 で あ る、

こ の ときの 地上気温 は 1．3℃ ，地上 で は粒径 1cm 程

度の 雪片が観測され て お り，地上 電場は負で あっ た。
ビ デオ ゾ ン デ で得 られ た粒子映像に よれ ば，下層で

雪片 も観 測 され た が ，上 層 で は篏 と氷晶 が 支配的 で

あっ た。また，こ の とき の 帯電電荷分布 は ， 下層で

は 正 に帯電 した 降水粒 了が多 く，上 層 に い くに つ れ

て 負 に 帯電 して い る粒 子 が 多 くなる傾 向 が み られ た 。

こ の と き霰粒 子 の 平均粒径 は 1，0m 皿 で ，氷晶 の 形

状に お い て は針状 の もの が多 く見 られた。今後詳細

な解析が必要 で は あ る が，こ の 事例の帯電電荷分布

の 特徴は Takahashi　et 　al．（1999）が述べ て い る雲

の 上層か ら下層ま で
・
定 の 下降流 が存在す る場合の

帯電電荷分布に類似 し て い た。

　そ の他の 事例と と もに詳細な結果 は当 日報告す る。
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図 22010 年 1 月 21 日 13 ：50JST に放 球 した ビデ オ ゾ ン

　　 デ に よ り得 られ た 降水粒子 の 鉛直帯電電荷分布 図

　　 （△ は霰 ，× は 氷 晶 をそ れ ぞ れ 示 す）
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